
1月  5日（木）  2023新年旗開き（徳島グランヴィリオホテル）
1月13日（金）  「クラシノソコアゲ応援団！RENGOキャンペーン」
                                                           （ＪＲ徳島駅前）
2月  7日（火）  2023春季生活闘争開始宣言徳島集会・
                   「連合白書」学習会　          （ふれあい健康館）
2月18日（土）～19日（日）
徳島県中小労働対策本部第32回定期総会・一泊研修会（鳴門市）

◎
◎

◎

◎

当面の日程
 

　謹んで新春の寿ぎを申し上げ
ますとともに、日頃からの連合運
動へのご理解とご支援に心より
御礼申し上げます。コロナ禍の下
で4度目の新年を迎えました。引
き続き、感染防止に努めながら、
この間の経験と知見を踏まえた
新しい運動様式に引き続き挑戦
して参りましょう。
　昨年来、「コロナ禍、物価高、
円安」の「三重苦」が私たちの
日々の生活を苦しめ続けていま
す。私たち連合が、すべての働く
方々はもちろんのこと、困難な状
況にある方々の「必ずそばにいる
存在」となれるよう、誰一人取り
残されることのない包摂に満ち
た一年を実現できるように年頭

にあたり皆で決意を新たにしま
しょう。
　また、多様性を重んじる労働
運動だからこそ、あらゆる分野に
先んじてジェンダー平等が実現さ
れていかなければなりません。そ
のためには、私たち自らが、身近
なことから少しずつ変えていくよ
う取り組まなければなりません。
私たち連合がけん引役となって、
誰にとってもより良い社会となる
よう努力して参りましょう。卯年
にあやかり、連合運動がより一
層、跳躍することができますよう
皆さまのご支援をお願いします。
本年が皆さまにとって実り多い
一年となりますことを祈念いたし
ます。
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2023  新年のご挨拶

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」の
実
現
に
向
け
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
た
な
気
持

ち
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
、
旧
年
中
は
、
連
合
徳
島
の
運

動
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、現
在
、日
本
は
経
済
的
な
大
き
な
リ
ス

ク
を
か
か
え
て
い
ま
す
。円
安
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
品
価
格
の
高
騰
、
そ
し
て
世
界
経
済
に
も

景
気
後
退
の
懸
念
が
あ
る
な
か
、
日
本
が
今
後

ど
の
よ
う
な
道
を
辿
る
の
か
、
ま
さ
に
岐
路
に

た
た
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
岐
路
で
、私
た
ち
労

働
組
合
が
ど
の
よ
う
な
未
来
を
展
望
す
る
の

か
、何
を
な
す
べ
き
か
、こ
れ
が
ま
さ
に
今
後
を

方
向
づ
け
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
、社
会
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
さ
や
貧
困
や
格
差
の
拡
大
と

い
っ
た
、
日
本
の
社
会
・
経
済
の
構
造
的
課
題

は
一
層
あ
ら
わ
に
な
り
ま
し
た
。社
会
全
体
と

し
て
の
分
配
の
ゆ
が
み
は
早
急
に
正
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。非
正
規
雇
用
や
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
で
働
く
人
な
ど
、
弱
い
立
場
に
お
か
れ
た

人
が
、
人
一
倍
大
き
な「
し
わ
寄
せ
」を
受
け
る

構
造
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
い
ま
な
お
多
く
の
産

業
に
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。連
合
を
構
成
す

る
各
産
別
、
産
業
ご
と
に
状
況
は
大
き
く
異
な

り
ま
す
が
、
働
く
者
の
将
来
不
安
を
払
し
ょ
く

し
、中
長
期
的
な
経
済
の
自
律
的
成
長
、社
会
の

持
続
性
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
人
へ
の
投
資

は
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、連
合
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
全
体
が
取
引
の
適
正
化
の

課
題
を
共
有
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

生
み
出
し
た
付
加
価
値
が
一
人
一
人
の
労
働
者

に
ま
で
し
っ
か
り
と
い
き
わ
た
る
よ
う
、
適
正

な
分
配
、
価
格
転
嫁
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
推
し

進
め
、
こ
れ
に
よ
り
賃
上
げ
が
で
き
る
環
境
が

整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
面
は
、
国
際
的
に
見
劣
り
す
る
日
本
の
賃

金
水
準
を
中
期
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。90
年
代
後
半
以
降
の
日
本
の
実
質

賃
金
が
上
が
っ
て
い
な
い
一
方
、
主
要
国
は
年

１
〜
２
％
ず
つ
上
昇
し
、そ
の
結
果
、日
本
の
賃

金
水
準
の
相
対
的
位
置
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

日
本
全
体
の
生
産
性
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
稼

働
率
の
低
下
な
ど
の
影
響
は
あ
る
も
の
の
実
質

１
％
弱
伸
び
て
お
り
、
賃
上
げ
を
継
続
的
に
行

い
、
賃
金
水
準
の
回
復
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
少
子
・
高
齢
化
に
よ
り
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
が
不
可
避
で
あ
る
中
、
将
来
に
わ

た
り
人
材
を
確
保
・
定
着
さ
せ
、
日
本
全
体
の

生
産
性
を
高
め
て
い
く
に
は
、継
続
的
な「
人
へ

の
投
資
」が
重
要
で
す
。２
０
２
２
年
度
の
地
域

別
最
低
賃
金
は
３
％
強
引
き
上
げ
ら
れ
、
労
働

市
場
に
お
け
る
募
集
賃
金
は
上
昇
を
続
け
て
お

り
、
同
業
他
社
と
の
比
較
や
同
一
地
域
の
賃
金

相
場
に
見
劣
り
せ
ず
、「
優
位
性
」を
も
て
る
賃

金
水
準
を
意
識
し
た
賃
金
決
定
が
求
め
ら
れ
ま

す
。ま
た
、企
業
業
績
は
産
業
や
企
業
規
模
な
ど

に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
も
の
の
全
体
で
み
れ
ば

高
い
水
準
（「
法
人
企
業
統
計
」）
で
推
移
し
て

お
り
、「
傷
ん
だ
労
働
条
件
」を
回
復
さ
せ「
人

へ
の
投
資
」
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
局
面
に
あ

り
ま
す
。

　

連
合
徳
島
は
、今
後
と
も「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
、す
べ
て
の

働
く
仲
間
と
と
も
に「
必
ず
そ
ば
に
い
る
存
在
」

と
し
て
、
連
合
運
動
を
構
成
組
織
・
組
合
員
と

と
も
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
良
き
年
に
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
私
た
ち
連
合
運
動
に
対
す
る
皆
様
方
の
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
お
支
え
を
お
願
い
申
し
上

げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

連
合
徳
島
は
第
34
回
中
間
期
大
会
を
２

０
２
２
年
11
月
25
日
（
金
）
徳
島
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

鴻
池
副
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
団
に
自
治
労
鈴
木
代
議
員
、
情
報
労

連
谷
本
代
議
員
を
選
出
し
た
。

　

連
合
徳
島
を
代
表
し
大
谷
会
長
か
ら
、

「『
デ
ジ
タ
ル
賃
金
』
が
来
年
４
月
以
降
に

解
禁
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
労
働
基

準
法
第
24
条
で
は
賃
金
に
つ
い
て
『
通
貨

で
直
接
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
』
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。『
デ
ジ
タ
ル

マ
ネ
ー
』
は
預
金
保
険
制
度
が
適
用
さ
れ

る
銀
行
口
座
と
比
べ
安
全
面
の
不
安
が
あ

り
、
連
合
は
審
議
会
に
お
い
て
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
面
や
業
者
が
破
綻
し
た
場
合
の
保

護
を
求
め
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
ア
プ

リ
の
残
高
上
限
を
設
定
し
、
損
失
が
出
た

場
合
は
業
者
が
全
額
補
填
で
き
る
よ
う
法

整
備
が
さ
れ
た
。
た
だ
、
す
べ
て
の
課
題

が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、『
デ
ジ
タ

ル
賃
金
』
に
つ
い
て
、
企
業
が
労
働
者
に

説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
の
明
確

化
と
、
労
使
合
意
の
手
順
の
厳
格
化
を
、

今
後
国
に
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
来
春
の
第
20
回
統
一
地
方
選
挙

に
お
い
て
、私
た
ち
連
合
徳
島
が
推
薦
す
る
、

各構成組織から８９人が参加

す
べ
て
の
立
候
補
予
定
者
の
必
勝
を
目
指

す
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
島
事
務
局
長
よ
り
「
２
０
２
２

年
度
活
動
経
過
報
告
」、
辻
財
政
局
長
よ
り

「
一
般
会
計
報
告
」、
松
本
会
計
監
査
よ
り

「
会
計
監
査
報
告
」、岡
会
長
代
行
よ
り
「
組

織
財
政
検
討
委
員
会
報
告
」、
中
川
副
会
長

よ
り
「
役
員
推
薦
委
員
会
報
告
」
が
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
島
事
務
局
長
よ
り
「
第
１

号
議
案
：
２
０
２
２
年
度
〜
２
０
２
３
年

度
運
動
方
針
補
強
（
案
）」、
辻
財
政
局
長

よ
り
「
第
２
号
議
案
：
２
０
２
２
年
度
連

合
徳
島
一
般
会
計
剰
余
金
処
理
（
案
）」「
第

３
号
議
案
：
２
０
２
３
年
度
連
合
徳
島
一

般
会
計
予
算（
案
）」、岡
会
長
代
行
よ
り「
２

０
２
２
年
度
〜
２
０
２
３
年
度
役
員
補
充

（
案
）」
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
県
教
組
行
本
代
議
員
よ
り

「
教
員
の
時
間
外
は
１
０
０
ｈ
を
超
え
、
休

憩
時
間
も
な
い
教
員
が
多
く
、
部
活
動
指

導
を
地
域
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
教
員
の

負
担
を
減
ら
し
子
ど
も
が
望
む
部
活
動
へ

と
移
行
し
た
い
。対
話
集
会
に
参
加
願
う
。」

と
の
発
言
に
対
し
、島
事
務
局
長
よ
り
「
連

合
と
し
て
も
取
り
組
み
に
賛
同
し
、
対
話

集
会
に
つ
い
て
も
案
内
し
て
い
る
」
と
回

答
し
た
。

　

そ
の
後
、
組
織
の
都
合
に
よ
り
任
期
途

中
で
退
任
さ
れ
た
、
私
鉄
総
連
松
本
執
行

委
員
、
新
た
に
就
任
し
た
濱
執
行
委
員
、

辻
会
計
監
査
よ
り
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

総
会
宣
言
（
案
）
を
藤
田
女
性
委
員
長

か
ら
提
案
、
満
場
一
致
採
択
、
宮
本
副
会

長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
大
谷
会
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
大
会
を
終
了

し
た
。

大谷会長があいさつ

大谷会長の発声で団結ガンバロー

行本代議員（県教組）が発言
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